
長
崎
高
教
組
は
全
教
と

協

働

し

、

５

月

末

か

ら

「
私
の
ひ
と
こ
と
」
欄
付

き
の
「
教
員
免
許
更
新
制

の
廃
止
を
求
め
る
要
請
署

名
」
に
と
り
く
み
、
長
崎

県

全

体

で

１

１

４

７

名

（
教
職
員
数
の
約

35
％
）

の
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
教
は
７
月

21
日
ま
で
に

３
万
４
５
１
８
筆
を
集
約

し
、
文
科
省
担
当
者
に
提

出
し
ま
し
た
。

さ
て
免
許
更
新
制
度
は
、

制
度
の
趣
旨
が
担
保
さ
れ

て
い
る
制
度
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
教
職
員
が
疑
問
に

感
じ
て
他
人
任
せ
に
せ
ず
、

署
名
に
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
教
職
員
は

「

お

か

し

い

」

こ

と

に

「
お
か
し
い
」
と
声
を
上

げ
「
問
題
が
あ
る
制
度
に

は
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
」

見
識
を
持
ち
、
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

教
員
免
許
更
新
制
は
、

「
教
育
再
生
」
を
掲
げ
た

第
１
次
安
倍
内
閣
時
代
の

２
０
０
７
年
の
法
改
正
で

導
入
が
決
ま
り
、
２
０
０

９
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
目
的
は
不
適
格
な

教
員
の
排
除
で
は
な
く
、

最
新
の
知
識
・
技
能
の
習

得
で
し
た
。

７
月

10
日
の
ニ
ュ
ー
ス

で
報
じ
ら
れ
た
と
お
り
、

こ
の
制
度
で
の
資
質
向
上

の
効
果
は
低
い
と
政
府
は

判
断
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

文
科
省
は
免
許
を
無
期
限

と
す
る
代
わ
り
に
、
教
育

委
員
会
に
よ
る
研
修
を
充

実
・
強
化
さ
せ
る
考
え
で

す
。
８
月
中
に
中
央
教
育

審
議
会
に
方
針
を
示
し
、

２
０
２
２
年
通
常
国
会
に

関
連
法
改
正
案
を
提
出
す

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
長
崎
高
教
組

は
免
許
更
新
制
の
廃
止
と
、

そ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
研

修
制
度
の
強
化
で
は
な
く
、

自
主
的
な
研
修
を
支
え
る

教
育
条
件
整
備
を
求
め
て

い
き
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

県
労
連
は

7
月

23
日
、

長
崎
市
の
浜
町
ア
ー
ケ
ー

ド

入

口

で

、

街

頭

宣

伝

「
病
院
・
介
護
・
保
健
所

を
減
ら
す
な
！
７
・

23
い

の
ち
ま
も
る
緊
急
行
動
」

を
行
い
ま
し
た
。
医
療
・

介
護
等
職
員
の
増
員
と
、

公
立
・
公
的
病
院
、
保
健

所
の
拡
充
、
命
を
軽
ん
じ

る
政
策
の
転
換
を
国
・
自

治
体
に
求
め
ま
し
た
。

自
治
労
連
は
「
公
衆
衛

生
行
政
を
軽
視
し
、
保
健

所
を
減
ら
し
続
け
て
き
た

国
の
責
任
は
重
大
。
１
９

９
２
年
に
全
国
に
８
５
２

カ
所
あ
っ
た
保
健
所
が
、

２
０
２
０
年
に
は
４
６
９

カ
所
に
ま
で
減
ら
さ
れ
た
。

長
崎
市
で
は
、
１
９
９
７

年
度
に
２
カ
所
か
ら
１
カ

所
に
統
合
さ
れ
、
職
員
数

は
合
併
前
の
２
０
０
３
年

の
１
７
６
人
（
保
健
師

34

人
）
だ
っ
た
の
が
、

05
年

の
７
町
合
併
を
経
て
行
政

区
域
が
拡
大
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

18
年
に
は
１

１
５
人
（
保
健
師

14
人
）

と
激
減
し
た
」
と
報
告
し

ま
し
た
。

医
労
連
は
「
医
療
介
護

従
事
者
の
大
き
な
悩
み
は
、

患
者
さ
ん
や
入
居
者
の
い

の
ち
を
守
る
こ
と
、
つ
ま

り
感
染
さ
せ
な
い
こ
と
だ

が
、
県
内
で
も
多
く
の
病

院
や
介
護
施
設
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
。
肺
炎

の
症
状
が
あ
れ
れ
ば
高
齢

者
は
特
に
入
院
に
な
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
自
分
が
感
染

す
る
か
も
し
れ
な
い
危
険

の
中
で
、
認
知
症
を
患
っ

た
感
染
者
を
受
け
入
れ
る

事
は
並
大
抵
の
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
国
は
、
公
立
・
公

的
病
院
の
病
床
数
を
減
ら

す
法
案
を
通
常
国
会
で
成

立
さ
せ
た
。
感
染
症
対
策

の
た
め
に
も
、
地
域
医
療

を
担
っ
て
い
る
公
立
・
公

的
病
院
の
存
在
は
重
要
。

私
た
ち
は
地
域
医
療
を
守

る
た
め
に
も
運
動
を
進
め

て
い
る
」
と
発
言
し
ま
し

た
。こ

の
街
頭
宣
伝
活
動
は

今
後
も
、
８
月

24
日
と
９

月
５
日
に
、
実
施
さ
れ
、

高
教
組
か
ら
も
参
加
予
定

で
す
。
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(1)

免
許
更
新
制
の
廃
止
を
必
ず

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

ｔ
ｈ
ｅ

免
許
更
新
制

「ひとこと欄」に寄せられた声より

〇現場の働き方を見直した上での適正な講習であれば理解できますが、更新ありきの講習、研修

では負担でしかないです。

〇研修義務があるうえに、更新に関わる手続き、移動、受講……業務多忙の上にさらなる負担は、

一番大事な目の前の子どもに使う時間や労力を阻害している。

〇病休、産休などの代替が見つからない要因の一つです。妻は失効しました。（来るかわからな

い仕事のために３万円以上払う人はいません）

〇更新制があることにより、教員の質が向上しているのか疑問。その費用を教員に負担させてい

るのも理解できない。

〇企業では職業上や業務上必要な資格の維持は会社の負担において進められているように思う。

ただでさえブラックと言われ、担い手が少ない中で、負担を強いられることに疑問と怒りを

感じる。

〇＜管理職から寄せられた声＞管理職としては、

１）講師確保に大変大きな障害となっているという実感があった。

２）免許更新ミスを防ぐ確認のために多くの時間をとられたので困りました。

「
廃
止
へ
」
と
の
新
聞
報
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、
文
科

大
臣
は
廃
止
を
否
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
声
を
上
げ
、

世
論
を
大
き
な
も
の
に
し
、
運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
職

場
の
頑
張
り
で
、
廃
止
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

長崎高教組は１１４７筆（公立高・特支の３割強）を集約

県
労
連
「
い
の
ち
ま
も
る
緊
急
行
動
」

コロナ危機の中、「病院減らすな」との訴えに、足を止め聞き入る

人も多かった。 ＝７月２３日、長崎市・浜町アーケード入口。



今
年
１
月
、
核
兵
器
禁

止
条
約
が
発
効
し
ま
し
た
。

核
兵
器
の
使
用
、
威
嚇
、

開
発
、
実
験
、
製
造
、
移

譲
が
す
べ
て
違
法
と
さ
れ

る
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

で
す
。

す
で
に
条
約
を
批
准
し

た

55
ヵ
国
に
加
え
、
非
核

地
帯
を
宣
言
し
た
地
域
が
、

東
南
ア
ジ
ア
・
中
央
ア
ジ

ア
・
南
太
平
洋
・
中
南
米
・

カ
リ
ブ
海
・
ア
フ
リ
カ
・

南
極
大
陸
へ
と
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
国
・

地
域
で
は
核
兵
器
の
禁
止

は
、
す
で
に
現
実
の
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
は
、
核
を
保

有
す
る
国
と
そ
う
で
な
い

国
々
と
の
「
橋
渡
し
」
を

す
る
と
言
い
ま
す
が
、
核

保
有
国
の
代
弁
に
留
ま
っ

て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

キ
ュ
ー
バ
危
機
や
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
な
ど
で
は
、
核

兵
器
が
使
わ
れ
る
寸
前
ま

で
行
き
ま
し
た
。
少
し
で

も
人
為
的
ミ
ス
や
、
事
故
、

誤
報
な
ど
が
加
わ
っ
て
い

た
な
ら
ば
、
核
戦
争
に
な
っ

て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

核
兵
器
は
存
在
す
る
だ
け

で
危
険
な
も
の
で
す
。

も
し
ア
メ
リ
カ
・
北
朝

鮮
の
間
で
核
戦
争
が
起
こ
っ

た
な
ら
ば
、
「
第
二
次
世

界
大
戦
と
同
じ
規
模
で
、

韓
国
と
日
本
が
最
も
被
害

を
受
け
る
」
と
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ペ
リ
ー
米
元
国
務
長

官
は
述
べ
て
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
で
は
、
１
９
６

３
年
に
防
空
シ
ス
テ
ム
と

し
て
全
土
に
核
ミ
サ
イ
ル

を
配
備
し
ま
し
た
が
、
反

対
運
動
が
大
き
く
広
が
り
、

６
年
後
に
は
政
府
が
核
兵

器
の
撤
去
を
決
断
し
ま
し

た
。
「
核
の
傘
」
の
下
に

い
れ
ば
、
か
え
っ
て
平
和

を
損
な
う
と
の
判
断
で
し

た
。

40
年
前
の
出
来
事
で

す
が
、
カ
ナ
ダ
の
非
核
化

は
人
類
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
成
功
体
験
で
す
。

日
本
で
は
近
隣
の
核
保

有
国
と
の
対
立
状
況
か
ら
、

「
核
の
傘
」
が
必
要
と
の

考
え
が
根
強
く
あ
り
、
政

府
は
そ
の
考
え
に
立
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
本
当
に

そ
れ
で
平
和
が
守
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

左
は
原
水
爆
禁
止
日
本

協
議
会
が
制
作
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
一
部
で
す
。

７
月
下
旬
に
各
分
会
に
１

部
ず
つ
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
読
み
に
な
り
た

い
方
は
、
分
会
長
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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(2)

核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す
る
日
本
を
実
現
し
よ
う

８
月
11
日
午
後
１
時
か
ら
４
時
半
ま
で
。

ズ
ー
ム
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
。
高
教
組
会
館
か
ら
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
締
切

８
月
５
日
（
数
日
遅
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
）
。

分
会
長
さ
ん
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

当
日
飛
び
入
り
参
加
も
可
で
す
。

全
体
学
習
会
（
午
後
１
時
10
分
～
２
時
40
分
）

演
題
「
今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
～
定
年
延
長
・
賃
金
等
に

反
映
さ
れ
る
人
事
評
価
制
度
・
教
員
免
許
更
新
制
度
～
」

講
師
：

吹
上

勇
人
さ
ん
（
全
教
書
記
次
長
）

※
制
度
の
あ
ら
ま
し
と
注
視
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
質
疑
応
答
を
通
じ
て
学
習
を

深
め
ま
す
。

分
科
会
（
午
後
２
時
50
分
～
４
時
10
分
）

①
平
和
・
人
権

憲
法
学
習
、
平
和
学
習
、
主
権
者
教
育
の
と
り
く
み
、
な
ど

②
生
活
指
導
・
自
治
的
活
動

生
徒
会
活
動
、
生
徒
総
会
、
文
化
祭
、
18
歳
選
挙
権
、
ク
ラ
ス
づ
く
り
、
な
ど

③
不
登
校
・
登
校
拒
否
・
高
校
中
退
・
高
校
の
「
特
別
支
援
」
教
育

子
ど
も
の
貧
困
問
題
や
「
通
級
指
導
」
を
含
む

④
民
主
的
学
校
づ
く
り

働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
る
た
め
、
教
職
員
の
権
利
の
学
習
と
意
見
交
流
、
な
ど

※
ま
と
ま
っ
た
報
告
（
レ
ポ
ー
ト
）
で
な
く
て
も
、
「
話
す
材
料
」
と
し
て
Ａ
４
版
１
枚
程

度
で
も
十
分
で
す
。
持
ち
寄
る
こ
と
を
重
視
し
ま
す
。
集
ま
っ
て
、
語
っ
て
、
学
ん
で
、

元
気
に
な
っ
て
、
明
日
か
ら
の
教
育
活
動
を
展
望
し
ま
し
ょ
う
。

参
加
申
込
み
の
方
法
、
内
容
等
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
は
、
7
月
中
頃
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

お
手
元
に
見
当
た
ら
な
い
場
合
は
分
会
長
さ
ん
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
全
国
規
模
の
教
研
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
、
学
び
や
学
校
の
あ
り
方
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
専
門
家
や
現
場
の
教
職
員
、
父
母
、
市
民
の
報
告
や
意
見
交
流
か
ら､

大
き
な
「
ヒ
ン
ト
」
を
得
ら
れ
る
「
つ
ど
い
」
で
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

上と左はすべて、原水爆禁止

日本協議会発行のパンフレッ

ト「核兵器は禁止されました

手をつなごう核兵器のない

世界と未来へ」より

【
高
教
組
の
夏
季
教
研
】

【
全
国
教
研
】

み
ん
な
で

21
世
紀
の
未
来
を
ひ
ら
く

教
育
の
つ
ど
い

オ
ン
ラ
イ
ン

ミーティングID：899 0109 6061

パスコード ：Kakikyouken

「
教
研
」
の
夏
で
す
。
７
月

15
日
発
行
の
高
教

組
新
聞
で
も
案
内
し
ま
し
た
が
、
２
つ
の
教
育

研
究
集
会
オ
ン
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
改
め
て
ご
案

内
し
ま
す
。
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

zoomの利用は無料ですが、通話料がかかります。
Wifi経由の利用を勧めます。


